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一
、
は
じ
め
に

第
三
部

張
家
山
漢
簡

本
稿
で
は
、
張
家
山
漢
簡
『
蓋
麿
』
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整

理
し
、
そ
の
研
究
動
向
を
概
観
す
る
。

一
九
八
三
年
、
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
か
ら
『
二
年
律
令
』
『
奏

諏
書
』
『
脈
書
』
『
引
書
』
『
算
数
書
』
と
共
に
、
「
蓋
麿
」
と
題
す

る
古
文
献
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二

0
0
一
年
に
写
真
図
版

と
釈
文
と
を
載
せ
た
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
（
文

物
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

『
蓋
麿
』
は
、
呉
王
閾
間
と
伍
子
脅
の
問
答
形
式
に
よ
っ
て
、

主
に
伍
子
晋
の
兵
法
を
説
く
、
一
種
の
兵
法
書
で
あ
る
。
中
で
も

注
目
を
集
め
た
の
は
、
本
書
に
典
型
的
な
兵
陰
陽
家
の
用
兵
法
が

見
え
る
点
で
あ
る
。

兵
陰
陽
家
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
（
兵
）
陰
陽
は
、

時
に
順
い
て
発
し
、
刑
徳
を
推
し
、
斗
撃
に
随
い
、
五
勝
に
因
り
、

鬼
神
に
借
り
て
助
け
と
為
す
者
な
り
」
と
あ
り
、
非
常
に
呪
術
性

の
強
い
兵
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
芸
文
志
所
収
の
兵

『
蓋
麿
』

陰
陽
家
の
著
作
は
早
く
に
亡
侠
し
、
『
六
鉛
』
『
左
伝
』
『
史
記
』

等
の
一
部
に
そ
の
断
片
的
な
記
載
が
見
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。
近

年
、
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
兵
陰
陽
家
と
関
連
深
い
『
五
占
星
』
『
天
文

気
象
雑
占
』
等
の
新
出
土
資
料
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
用
兵
法
の
一

端
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
不
明
な
点
も
多
く
残
さ

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
今
回
出
土
し
た
『
蓋
麿
』
に
は
、
『
漢

書
』
芸
文
志
の
兵
陰
陽
家
の
説
明
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
内
容
が
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
用
兵
法
に
つ
い
て
も
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
兵
陰
陽
家
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
可
能
と
な
っ
た
。
と
同
時
に
、
本
書
は

古
代
軍
事
思
想
史
を
考
究
す
る
上
で
も
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
を

提
供
し
て
い
る
。

さ
て
、
釈
文
の
公
開
後
、
中
国
で
は
毎
年
三
篇
前
後
、
『
蓋
腐
』

関
連
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
の
三

分
の
一
は
文
字
や
語
釈
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め

て
も
、
論
文
の
総
数
は
、
他
の
張
家
山
漢
簡
の
文
献
と
比
べ
て
格

段
に
少
な
い
。
日
本
に
至
っ
て
は
、
二

0
0
八
年
に
漸
く
本
邦
初

研
究
概
況

匡
i
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と
な
る
石
井
真
美
子
氏
の
論
考
が
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

他
の
文
献
と
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
論
文
の
少
な
さ

は
、
や
は
り
『
蓋
麿
』
に
対
す
る
注
目
度
の
低
さ
を
示
し
て
い
る

と
言
え
る
。

先
述
の
如
く
、
『
蓋
麿
』
は
古
代
軍
事
思
想
史
を
研
究
す
る
上
で

非
常
に
高
い
資
料
的
価
値
を
有
し
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
思

い
の
ほ
か
『
蓋
麿
』
が
注
目
さ
れ
て
い
な
い
要
因
の
―
つ
に
は
、

他
の
文
献
と
そ
の
公
表
過
程
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。

本
稿
「
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
解
説
』
」
の
「
序

言
」
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
脈
書
』
『
引
書
』
『
奏
諏
書
』
『
算

数
書
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
釈
文
が
次
々
と
『
文
物
』
誌
上
に
公

表
さ
れ
、
『
張
家
山
』
の
刊
行
に
先
立
っ
て
早
々
と
研
究
が
開
始
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
蓋
麿
』
は
、
『
張
家
山
』
の
刊
行

に
よ
っ
て
漸
く
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
の
時
点
か
ら
研

究
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
釈
文
の
公
表
が
他
の
文
献
よ

り
遅
れ
た
こ
と
は
、
『
蓋
麿
』
に
対
す
る
研
究
が
少
な
い
要
因
の
一

っ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
筆
者
が
も
う
―
つ
の
要
因

と
し
て
推
測
す
る
の
は
、
張
家
山
漢
簡
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

張
家
山
漢
簡
の
発
見
後
、
最
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、
法
制
史

料
の
『
二
年
律
令
』
『
奏
諏
書
』
で
あ
り
、
ま
た
、
医
学
書
の
『
脈

書
』
『
引
書
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
張
家
山
漢
簡
と
言
え

新
出
土
資
料
を
研
究
す
る
際
、
ま
ず
写
真
図
版
を
用
い
て
再
度

文
字
を
判
読
す
る
作
業
が
必
須
と
な
る
。

部
分
的
に
文
字
の
隷
定
や
語
釈
を
行
っ
た
も
の
に
は
、
劉
釧
「
《
張

家
山
漢
墓
竹
簡
》
釈
文
注
釈
商
権
（
一
）
」
、
李
鋭
「
張
家
山
漢
簡
《
蓋

麿
》
散
札
」
、
孟
蓬
生
「
張
家
山
漢
簡
字
義
札
記
」
、
何
有
祖
「
張

(
1
)
文
字
の
隷
定
・
語
釈
を
中
心
と
し
た
研
究

『
蓋
麿
』
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
つ
い
て
、

目
別
に
概
観
し
て
み
よ
う
。

二
、
『
蓋
薩
』
に
関
す
る
諸
研
究

ば
東
洋
史
関
連
の
資
料
、
或
い
は
医
学
関
連
の
資
料
で
あ
る
と
の

イ
メ
ー
ジ
が
早
く
に
定
着
し
、
思
想
関
係
の
資
料
で
あ
る
『
蓋
腐
』

は
、
そ
れ
ら
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
蓋
麿
』
を
紹
介
す
る
意
味
も
兼
ね
、
先

ず
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
『
蓋
麿
』
研
究
の
現

状
を
概
観
し
た
上
で
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と

に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
論
考
は
、
末
尾
の
「
付

録
張
家
山
漢
簡
『
蓋
腐
』
関
係
文
献
・
論
考
一
覧
」
に
収
録
し

て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

以
下
、
項
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次
に
、
本
書
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
考
を
見
て
み

よ
う
。
（
『
蓋
麿
』
は
、
全
九
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
章
の
概

要
は
、
本
稿
「
第
一
部
張
家
山
漢
簡
解
題
」
を
参
照
。
）

田
旭
東
「
張
家
山
漢
簡
《
藍
嘔
》
中
的
兵
陰
陽
家
」
は
、
『
蓋
薩
』

第
四
章
中
の
「
日
有
八
勝
」
、
及
び
五
行
相
勝
理
論
に
基
づ
く
戦
術

な
ど
、
何
れ
も
兵
陰
陽
家
の
論
説
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
解

(
2
)
『
蓋
薩
』
の
思
想
内
容
に
関
す
る
研
究

家
山
漢
簡
釈
文
与
注
釈
商
補
」
が
あ
り
、
許
学
仁
「
張
家
山
M

2

4

7
漢
簡
《
蓋
麿
》
篇
釈
文
訂
補
」
は
、
『
張
家
山
』
釈
文
の
語
釈

に
加
え
て
、
多
く
の
関
連
資
料
を
載
せ
て
お
り
参
考
に
な
る
。

全
体
に
渡
っ
て
語
釈
と
口
語
訳
を
付
し
た
も
の
に
は
、
陳
宇
『
伍

子
脊
兵
法
破
解
』
、
部
鴻
『
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
研
究
』
が
あ
り
、

と
り
わ
け
後
者
は
広
く
諸
家
の
説
を
集
め
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
言
語
学
的
角
度
か
ら
本
書
の
語
彙
を
考
察
し
た
孫
尊

章
「
試
論
張
家
山
漢
簡
《
蓋
腐
》
在
歴
史
詞
彙
学
上
的
価
値
」
や
、

本
書
中
の
虚
詞
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
李
静
「
《
張
家
山
漢
簡
・

蓋
腐
》
虚
詞
研
究
」
等
の
研
究
も
あ
る
。

な
お
、
竹
簡
資
料
を
扱
う
研
究
で
は
、
竹
簡
の
配
列
も
大
き
な

問
題
と
な
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
整
理
小
組
の
配
列
に
対
す
る
異

説
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

読
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

続
く
同
氏
の
「
新
公
布
的
竹
簡
兵
書
ー
《
蓋
腐
》
」
は
、
『
蓋
腐
』

の
思
想
全
体
を
視
野
に
入
れ
、
①
兵
陰
陽
家
以
外
の
思
想
、
②
兵

陰
陽
家
の
思
想
の
二
方
面
か
ら
考
察
を
加
え
る
。
①
で
は
、
第
一

章
•
第
八
章
•
第
九
章
に
見
え
る
統
治
や
建
国
の
方
策
は
、
『
六
船
』

『
管
子
』
『
司
馬
法
』
等
の
兵
書
に
も
常
見
す
る
と
し
、
ま
た
、
『
孫

子
兵
法
』
と
近
似
の
論
が
見
え
る
第
三
章
•
第
六
章
•
第
七
章
は
、

孫
武
、
或
い
は
斉
の
兵
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
大
部

分
は
実
戦
経
験
の
総
括
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
続
い
て
②
で
は
、

第
二
章
の
「
九
地
」
「
九
野
」
は
遁
甲
術
中
の
用
語
で
あ
る
点
、
第

四
章
•
第
五
章
は
兵
陰
陽
家
の
「
兵
忌
」
「
占
験
」
「
望
気
」
「
択

日
」
等
の
内
容
を
含
む
点
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

曹
錦
炎
「
論
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
」
も
、
『
蓋
底
』
の
思
想
を

総
合
的
に
論
じ
た
論
考
で
あ
る
。
氏
は
、
『
蓋
麿
』
と
『
越
絶
書
』

『
呉
越
春
秋
』
に
記
さ
れ
る
伍
子
脅
の
言
説
と
を
検
討
し
、
伍
子

脊
の
代
表
的
な
思
想
流
派
は
兵
陰
陽
家
に
属
す
と
す
る
。
ま
た
、

『
蓋
腐
』
中
に
反
映
さ
れ
て
い
る
伍
子
脅
の
思
想
的
淵
源
は
、
軍

事
・
政
治
・
哲
学
を
問
わ
ず
道
家
に
あ
り
、
そ
の
思
想
は
黄
老
学

派
に
属
す
と
も
述
べ
る
。
即
ち
氏
は
、
伍
子
臀
の
思
想
は
、
大
き

く
は
黄
老
学
派
に
属
し
、
そ
の
兵
学
は
兵
陰
陽
家
的
特
徴
を
も
っ

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
蓋
腐
』
は
兵
家
の
著
作

だ
が
、
陰
陽
数
術
の
特
徴
も
見
え
、
且
つ
儒
墨
名
法
の
色
彩
も
兼
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有
し
、
『
史
記
』
太
史
公
自
序
「
六
家
之
要
指
」
に
示
さ
れ
る
道
家

の
説
明
と
合
致
す
る
と
述
べ
る
。

陳
宇
『
伍
子
脊
兵
法
破
解
』
は
、
『
史
記
』
『
呉
越
春
秋
』
『
越

絶
書
』
等
に
見
え
る
伍
子
脊
の
事
績
や
そ
の
時
代
背
景
を
も
考
慮

に
入
れ
、
伍
子
脊
の
用
兵
法
を
総
合
的
に
論
じ
て
お
り
、
と
り
わ

け
本
書
と
『
孫
子
』
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

連
勁
名
「
考
古
発
現
与
先
秦
易
学
」
は
、
先
秦
易
学
を
考
察
す

る
一
環
と
し
て
本
書
第
一
章
に
見
え
る
「
太
極
」
に
論
及
し
、
特

に
『
老
子
』
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。

ま
た
同
氏
の
「
張
家
山
漢
簡
《
蓋
腐
》
考
述
」
は
、
①
黄
帝
家

の
言
、
②
陰
陽
五
行
、
③
実
践
理
論
、
④
古
代
刑
法
の
四
方
面
か

ら
考
察
を
行
う
。
①
で
は
、
兵
陰
陽
家
の
多
く
が
黄
帝
に
仮
託
す

る
よ
う
に
『
蓋
麿
』
も
黄
帝
に
言
及
し
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。

②
で
は
、
本
書
に
見
え
る
兵
陰
陽
家
の
用
兵
法
は
、
陰
陽
五
行
説

の
軍
事
上
に
お
け
る
応
用
で
あ
り
、
数
術
の
―
つ
に
属
す
と
す
る
。

③
で
は
、
第
六
章
「
攻
軍
之
道
」
と
第
七
章
「
戦
之
道
」
を
考
察
し
、

『
孫
子
』
『
呉
子
』
『
六
船
』
等
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
。
④
で

は
、
古
代
に
お
い
て
兵
（
軍
事
）
と
刑
（
刑
罰
）
は
一
連
の
も
の
で

あ
っ
た
と
し
、
前
者
は
第
九
章
「
救
乱
之
道
」
、
後
者
は
第
八
章
「
救

民
之
道
」
に
相
当
す
る
と
述
べ
る
。
各
項
目
の
分
析
は
や
や
簡
略

だ
が
、
何
れ
も
多
く
の
関
連
資
料
を
載
せ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

劉
楽
賢
「
談
張
家
山
漢
簡
《
蓋
腐
》
的
”
地
撞
”
、
”
日
撞
”
和
”

日
径
”
」
は
、
そ
の
題
名
が
示
す
通
り
、
第
四
章
の
難
解
な
「
地
撞
」

「
日
撞
」
「
日
酋
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
、
特
に
睡
虎
地
秦

簡
『
日
書
』
と
の
関
連
部
分
を
参
考
に
解
読
を
試
み
て
い
る
。

張
書
豪
「
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
所
見
的
兵
陰
陽
ー
行
軍
布
陣

的
数
術
原
理
」
は
、
『
蓋
麿
』
中
の
「
行
軍
布
陣
」
の
記
述
を
手
掛

か
り
に
、
兵
陰
陽
思
想
の
背
後
に
あ
る
数
術
原
理
を
論
じ
た
も
の

で
、
「
行
軍
布
陣
」
の
数
術
原
理
は
、
自
然
の
地
勢
に
従
う
と
い
っ

た
素
朴
な
も
の
か
ら
、
次
第
に
陰
陽
や
五
行
の
観
念
が
付
加
さ
れ

た
複
雑
な
も
の
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。

石
井
真
美
子
「
張
家
山
漢
簡
『
蓋
麿
』
に
見
ら
れ
る
兵
陰
陽

に
つ
い
て
の
一
考
察
」
は
、
第
四
章
に
見
え
る
兵
陰
陽
の
思
想

を
中
心
に
考
察
し
た
論
考
で
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
そ
の

用
兵
法
を
仔
細
に
検
討
し
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
『
漢
書
』
芸
文
志
の

兵
陰
陽
の
説
明
に
合
致
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
兵
陰
陽

の
戦
術
は
、
現
代
人
の
目
か
ら
は
迷
信
じ
み
て
見
え
る
も
の
の
、

当
時
の
人
に
と
っ
て
は
決
し
て
迷
信
で
は
な
く
、
科
学
・
天
文
・

数
学
・
暦
法
な
ど
を
含
む
技
術
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

福
田
一
也
「
張
家
山
漢
簡
《
蓋
腐
》
中
的
黄
帝
与
陰
陽
流
兵

法
」
は
、
『
蓋
麿
』
に
見
え
る
黄
帝
と
兵
陰
陽
思
想
の
関
係
を
論

じ
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
に
は
馬
王
堆
吊
書
『
十
六
経
』
と
同
じ

く
、
天
の
運
行
法
則
の
発
見
者
と
し
て
の
黄
帝
像
が
見
え
て
い
る

と
す
る
。
そ
し
て
、
『
蓋
麿
』
の
作
者
は
黄
帝
と
兵
陰
陽
家
の
兵
法
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『
蓋
麿
』
で
は
、
主
と
し
て
伍
子
詈
の
兵
法
が
語
ら
れ
る
。
『
漢

書
』
芸
文
志
に
は
、
伍
子
脊
関
係
の
書
物
と
し
て
、
兵
技
巧
家
「
五

（
伍
）
子
脅
十
篇
。
図
一
巻
」
と
雑
家
「
五
（
伍
）
子
皆
八
篇
」

の
二
種
の
「
伍
子
脊
」
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
蓋
巌
』
と
の
関
係

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

「
江
陵
張
家
山
漢
簡
概
述
」
で
は
、
『
蓋
麿
』
は
（
内
容
的
に
）

兵
陰
陽
家
に
類
す
る
の
で
、
雑
家
は
も
と
よ
り
、
兵
技
巧
家
に
比

(
3
)
『
蓋
暦
』
と
『
漢
書
』
芸
文
志
所
収
の
二
種
の
「
伍
子
脅
」

と
を
結
び
つ
け
、
黄
帝
由
来
の
兵
法
の
よ
う
に
装
う
こ
と
で
、

の
権
威
化
を
図
っ
た
と
述
べ
る
。

そ

以
上
、
『
蓋
麿
』
の
思
想
内
容
に
関
す
る
論
説
を
概
観
し
て
き
た

た
。
そ
の
中
で
最
も
多
い
の
は
、
や
は
り
『
蓋
麿
』
第
四
章
•
第

五
章
に
見
え
る
兵
陰
陽
家
の
思
想
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
で
あ
る
。

依
然
と
し
て
不
明
な
点
は
存
在
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
分
析
に

よ
っ
て
個
々
の
用
兵
法
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
部
分
が
明
ら
か

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
統
治
論
的
要
素
を
も
つ
第
一
章
・

第
八
章
•
第
九
章
、
及
び
兵
権
謀
家
的
用
兵
法
が
見
え
る
第
三
章
・

第
六
章
•
第
七
章
に
つ
い
て
は
、
関
連
文
献
の
提
示
に
と
ど
ま
る

概
括
的
な
考
察
が
多
く
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

定
す
る
の
も
難
し
い
と
す
る
。

曹
錦
炎
「
論
張
家
山
漢
簡
《
蓋
腐
》
」
も
、
『
蓋
麿
』
を
兵
技
巧

家
に
入
れ
る
の
は
難
し
い
と
し
、
『
史
記
』
南
越
尉
佗
列
伝
の
集
解

に
臣
環
が
言
う
「
伍
子
脊
」
書
や
、
『
文
選
』
注
の
「
伍
子
脊
水
戦

兵
法
内
径
」
等
が
兵
技
巧
家
の
言
説
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
そ
し

て
『
蓋
麿
』
は
兵
家
の
著
作
で
は
あ
る
も
の
の
、
兵
家
や
陰
陽
数

術
家
の
特
徴
か
ら
儒
墨
名
法
の
特
徴
を
も
兼
有
し
て
い
る
の
で
、

雑
家
中
の
一
篇
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

郁
鴻
「
張
家
山
漢
墓
古
竹
書
《
蓋
麿
》
与
《
伍
子
脅
兵
法
》
」
も
、

『
文
選
』
が
引
く
『
越
絶
書
』
伍
子
脊
水
戦
兵
法
内
径
な
ど
の
「
伍

子
脊
水
戦
法
」
は
兵
技
巧
家
の
言
説
で
『
蓋
麿
』
と
は
異
な
る
と

し
、
『
蓋
腐
』
は
雑
家
に
属
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
『
蓋

麿
』
は
雑
家
中
の
一
篇
で
あ
り
、
書
名
と
重
複
は
で
き
な
い
の
で
、

対
話
者
の
名
前
を
と
っ
て
「
蓋
腐
」
と
命
名
し
た
と
述
べ
る
。

石
井
真
美
子
「
張
家
山
漢
簡
『
蓋
應
』
に
見
ら
れ
る
兵
陰
陽
に

つ
い
て
の
一
考
察
」
も
、
雑
家
と
の
関
連
を
認
め
る
が
、
『
蓋
臨
』

の
言
説
は
多
岐
に
渡
り
、
そ
れ
が
比
較
的
順
序
よ
く
並
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
仮
に
『
蓋
腐
』
が
雑
家
の
『
伍
子
脅
』
の
一

部
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
『
芸
文
志
』
に
記
載
さ
れ
て

い
る
八
篇
の
う
ち
の
一
篇
と
同
じ
形
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し

い
」
と
述
べ
、
「
『
蓋
麿
』
が
『
漢
書
』
芸
文
志
記
載
の
『
伍
子
脊
』

書
と
関
係
の
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
が
、
そ
の
一
篇
だ
と
断
定
す
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る
こ
と
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

即
ち
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
蓋
麿
』
と
兵
技
巧
家
と
は
無
関
係
で

あ
り
、
一
方
の
雑
家
と
は
何
ら
か
の
関
連
を
も
ち
、
そ
の
中
の
一

篇
、
或
い
は
そ
の
一
部
と
す
る
立
場
が
多
数
派
を
占
め
て
い
る
と

言
え
る
。

(
4
)
『
蓋
薩
』
の
成
書
時
期
と
そ
の
作
者

『
蓋
腐
』
は
春
秋
末
の
呉
王
閾
間
（
在
位
前
五
―
四
年

S
前
四

九
六
年
）
と
伍
子
脊

(
?
S
前
四
八
五
年
）
の
問
答
形
式
を
と
る

こ
と
か
ら
、
本
書
成
立
の
上
限
は
春
秋
後
期
（
前
五

0
0年
前
頃
）

と
な
る
。
ま
た
該
墓
の
下
葬
時
期
は
、
同
時
に
出
土
し
た
「
暦
譜
」

の
記
載
か
ら
前
一
八
六
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
を
本
書

成
立
の
下
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
『
蓋
腐
』
の
原

著
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
春
秋
後
期
（
前
五

0
0
年
頃
）
か
ら
漢

初
（
前
一
八
六
年
頃
）
ま
で
、
実
に
幅
広
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

本
書
の
成
立
時
期
、
及
び
著
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

①
春
秋
後
期
、
伍
子
晋
の
著
作
、
②
戦
国
前
期
、
伍
子
脊
の
門
人

弟
子
の
作
、
③
戦
国
後
期
、
ま
た
は
秦
漢
の
際
、
後
人
の
仮
託
に

よ
る
著
作
、
以
上
の
三
説
が
並
び
立
っ
て
い
る
。

①
春
秋
後
期
、
伍
子
詈
の
著
作
と
す
る
の
は
、
呉
栄
曽
氏
で
あ

る
。
こ
れ
は
本
書
が
春
秋
末
の
閾
間
と
伍
子
脅
の
問
答
体
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
注
］
）
0

・
②
戦
国
前
期
、
伍
子
脊
の
門
人
弟
子
の
作
と
す
る
の
は
、
曹
錦

炎
氏
で
あ
る
。
曹
氏
は
、
『
蓋
腐
』
に
見
え
る
黄
帝
像
は
賢
聖
で
あ

り
、
戦
国
中
後
期
の
法
家
の
著
作
に
見
え
る
よ
う
な
厳
正
に
法
を

施
行
し
、
よ
く
軍
事
を
治
め
た
専
制
君
主
的
黄
帝
像
と
は
異
な
る

と
す
る
。
ま
た
黄
帝
の
法
に
つ
い
て
、
「
黄
帝
書
」
（
戦
国
前
中
期

の
成
立
）
・
『
管
子
』
（
戦
国
中
期
の
成
立
）
・
『
鵡
冠
子
』
（
戦
国
中

期
よ
り
更
に
後
の
成
立
）
と
の
比
較
か
ら
、
『
蓋
麿
』
は
明
ら
か
に

「
黄
帝
書
」
や
『
管
子
』
よ
り
早
い
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
『
蓋
腐
』

に
は
戦
国
前
期
の
成
立
で
あ
る
『
孫
子
』
と
同
文
も
見
え
る
と
し
、

以
上
を
根
拠
に
、
本
書
の
成
立
を
戦
国
前
期
と
推
定
し
て
い
る
。

な
お
、
本
書
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
伍
子
脊
の
自
著
部
分
を
含
む

可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
と
し
て
も
、
大
部
分
は
伍
子
脅
の
門
人

弟
子
の
手
に
な
る
と
推
測
す
る
。

③
戦
国
後
期
、
ま
た
は
秦
漢
の
際
、
後
人
の
仮
託
に
よ
る
著
作

と
す
る
の
は
、
部
鴻
氏
で
あ
る
。
部
鴻
氏
は
、
本
書
に
お
い
て
秦

や
呂
后
の
緯
（
「
正
」
「
亥
」
「
雉
」
）
が
避
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
着
目
し
、
先
ず
そ
の
成
立
時
期
を
、
秦
代
よ
り
前
、
ま
た
は
秦

漢
の
際
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
秦
代
よ
り
前
と
仮
定
し
た
場
合
、

以
下
の
三
つ
の
理
由
か
ら
、
春
秋
後
期
、
戦
国
前
期
は
も
と
よ
り
、

戦
国
中
期
に
も
遡
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
戦
国
後
期
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以
後
の
可
能
性
を
提
示
す
る
。

（
理
由
一
）
『
蓋
腐
』
に
見
え
る
「
母
要
堤
堤
之
期
（
旗
）
、
母
撃

堂
堂
之
陣
、
母
攻
逢
逢
（
蓬
蓬
）
之
気
」
の
前
二
句
は
、
『
孫
子
』

軍
争
篇
か
ら
の
引
用
で
、
一
般
的
に
『
孫
子
兵
法
』
は
春
秋
末
期

の
成
書
、
そ
の
流
行
は
戦
国
以
後
で
、
李
零
氏
の
研
究
で
は
遅
く

は
戦
国
中
期
に
至
る
。
従
っ
て
、
『
蓋
麿
』
の
成
書
は
春
秋
後
期
に

ま
で
早
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
理
由
二
）
『
蓋
巌
』
中
の
「
倍
（
背
）
水
而
軍
、
命
日
絶
紀
」
の

語
は
、
黄
帝
に
仮
託
し
た
『
刑
徳
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
（
『
尉

練
子
』
天
官
篇
に
、
「
按
（
黄
帝
）
刑
徳
天
官
之
陳
日
、
「
背
水
陳

為
絶
紀
、
向
阪
陳
者
為
廃
軍
」
と
見
え
る
）
。
黄
老
学
説
の
興
起
は

戦
国
以
降
で
あ
り
、
馬
王
堆
出
土
の
「
黄
帝
書
」
は
、
唐
蘭
の
考

証
で
は
戦
国
前
中
期
、
李
学
勤
は
苑
鑑
の
思
想
と
『
国
語
』
越
語

下
篇
を
踏
襲
し
て
い
る
と
し
、
こ
れ
ら
は
『
蓋
麿
』
が
晩
出
の
証

明
で
あ
る
。
ま
た
、
呉
光
は
「
黄
帝
書
」
の
成
書
を
戦
国
後
期
、

或
い
は
秦
漢
の
際
と
し
、
さ
ら
に
『
漢
書
』
芸
文
志
中
の
黄
帝
と

そ
の
臣
下
に
関
連
す
る
書
籍
を
戦
国
中
期
以
後
の
作
と
す
る
。
従

っ
て
、
『
蓋
腐
』
の
成
書
時
期
は
春
秋
後
期
や
戦
国
早
期
ま
で
遡
ら

せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
戦
国
中
期
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

（
理
由
三
）
『
蓋
腐
』
に
は
、
「
以
徳
攻
者
、
其
母
徳
者
、
自
置
為

君
、
自
立
為
王
者
、
攻
之
」
と
あ
る
が
、
「
自
置
為
君
」
と
い
う
現

象
は
、
前
四

0
三
に
韓
趙
魏
が
晋
を
三
分
し
て
以
降
に
出
現
し

た
の
で
あ
り
、
ま
た
「
自
立
為
王
」
と
い
う
状
況
は
、
前
三
世
紀

に
普
遍
的
に
発
生
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
『
蓋
腐
』
の
成
書
は
必
ず

そ
れ
以
後
、
つ
ま
り
戦
国
後
期
以
後
で
あ
る
。

部
鴻
氏
は
、
右
の
三
点
を
総
合
し
、
『
蓋
麿
』
の
成
立
を
戦
国
後

期
、
ま
た
は
秦
漢
の
際
と
し
、
本
書
は
伍
子
管
の
作
で
も
、
閾
間

と
伍
子
臀
の
対
話
の
実
録
で
も
な
く
、
後
人
の
仮
託
に
よ
る
書
で

あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
蓋
麿
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
諸
説
紛
々
と
し
た
状
況
に
あ
る
。
本
文
中
に
は
成
書
年
代
を

推
定
す
る
決
定
的
な
記
述
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
本
書
と
他
の
関

連
文
献
と
の
比
較
を
行
う
際
も
、
文
献
相
互
の
先
後
関
係
を
ど
う

み
る
か
は
研
究
者
の
見
方
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
、
以
上
の
点
が
本

書
の
成
書
時
期
を
め
ぐ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

三
、
『
蓋
薩
』
研
究
の
現
状
と
今
後
の
課
題

各
方
面
か
ら
『
蓋
腐
』
研
究
の
争
点
と
主
な
論
説
に
つ
い
て
見

て
き
た
。
以
上
を
今
一
度
整
理
し
、
『
蓋
麿
』
研
究
に
お
け
る
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
書
の
文
字
・
語
釈
等
に
対
す
る
研
究
は
比
較
的
進
ん
で
お
り
、
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こ
れ
に
よ
っ
て
兵
陰
陽
家
の
兵
法
を
記
し
た
難
解
な
箇
所
に
つ
い

て
も
、
一
通
り
の
解
釈
は
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
よ
っ
て
、

文
字
の
検
討
や
個
々
の
部
分
の
釈
読
と
い
っ
た
基
礎
的
作
業
は
一

段
落
し
た
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
思
想
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
特
徴
的
に
見

ら
れ
る
兵
陰
陽
家
の
用
兵
法
を
記
し
た
部
分
（
主
に
第
四
章
•
第

五
章
）
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
運

用
法
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
の
部
分
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
た
だ
し
、
統
治
論
的
要
素
を
も
つ
第
一
章
•
第
八
章
•
第
九

章
、
及
び
兵
権
謀
家
的
用
兵
法
が
見
え
る
第
三
章
•
第
六
章
•
第

七
章
に
つ
い
て
は
概
括
的
な
検
討
が
多
く
、
議
論
が
十
分
に
尽
く

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

統
治
論
を
展
開
す
る
部
分
は
、
『
蓋
麿
』
に
お
け
る
軍
事
の
位
置

づ
け
を
窺
う
上
で
重
要
で
あ
り
、
『
蓋
麿
』
の
軍
事
思
想
を
全
体
と

し
て
如
何
に
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、

本
書
に
は
迷
信
的
と
も
言
え
る
兵
陰
陽
家
の
用
兵
法
が
見
え
る
一

方
で
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
合
理
性
の
高
い
兵
権
謀
家
的
な
兵
法

も
見
え
る
。
両
者
は
た
だ
混
在
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
何
か

有
機
的
な
関
連
性
を
持
つ
の
か
。
本
書
に
兵
権
謀
家
的
な
用
兵
法

が
見
え
る
こ
と
は
、
単
に
『
孫
子
』
等
と
の
影
響
関
係
に
止
ま
ら

な
い
問
題
を
牢
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
書
の
成
立
時

期
、
及
び
そ
の
著
者
に
関
し
て
も
定
論
を
み
て
お
ら
ず
、
今
後
も

更
な
る
検
討
を
要
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
蓋
麿
』
研
究
は
、
漸
く
本
格
的
な
思
想
研
究

の
検
討
を
行
う
段
階
に
入
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
未
解
決
の
問
題

は
山
積
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

『
蓋
麿
』
の
発
見
は
、
兵
陰
陽
家
に
対
す
る
新
し
い
知
見
を
も

た
ら
し
、
こ
れ
に
よ
り
古
代
軍
事
思
想
史
の
研
究
は
よ
り
一
層
前

進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
書
発
見
の
意
義
は
決

し
て
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
天
文
学
・
占
星
術
・
陰
陽
説
・
五
行

思
想
・
黄
老
思
想
な
ど
、
以
上
の
テ
ー
マ
を
研
究
す
る
際
に
も
『
蓋

麿
』
は
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
今
後
、
様
々
な
分
野
で

本
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
方
面
で
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
切

に
願
う
次
第
で
あ
る
。

(
1
)

た
だ
し
、
二

0
0
八
年
八
月
現
在
、
当
サ
イ
ト
は
閲
覧
不
能
の
た

め
、
詳
細
は
不
明
。
郡
鴻
『
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
研
究
』
(
+
二
頁
）

が
紹
介
す
る
呉
栄
曽
説
を
参
考
に
し
た
。

[
付
記
]
本
稿
は
、
平
成
二
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特

別
研
究
員
奨
励
巽
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
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（
報
告
書
・
釈
文
）

張
家
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
「
江
陵
張
家
山
漢
簡
概
述
」
（
『
文
物
』
一
九
八
五
年
第
一
期
）

影
浩
「
江
陵
張
家
山
漢
墓
出
土
大
批
珍
貴
竹
簡
」
（
『
江
漢
考
古
』
一
九
八
五
年
第
二
期
）

張
家
山
二
四
七
号
墓
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
（
文
物
出
版
社
、
二

0
0

張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
著
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
（
釈
文
修
訂
本
）
』

（
文
物
出
版
社
、

付

録

張

家

山

漢

簡

『

蓋

國

』

関

係

文

献

・

論

考

一

覧

二
0
0
六
年
五
月
）

年
十
一
月
）

（
関
連
論
文
）

劉
釧
「
《
張
家
山
漢
墓
竹
簡
》
釈
文
注
釈
商
権
(
-
)
」

（
簡
吊
研
究

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
a
n
b
o
.
o
r
g
)

二
0
0
二
年
二
月
一
日
・
『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
二

0
0
三
年
第
三
期
）

部
鴻
「
張
家
山
漢
墓
古
竹
書
《
蓋
麿
》
与
《
伍
子
脊
兵
法
》
」
（
『
南
昌
大
学
学
報
』
[
人
社
版
]
第
三
+
三
巻
第
二
期
、
二

O
O
二
年
四
月
）

李
鋭
「
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
散
札
」
（
簡
吊
研
究

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
a
n
b
o
.
o
r
g
)

二
0
0
二
年
六
月
二
十
七
日
）

田
旭
東
「
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
中
的
兵
陰
陽
家
」
（
『
歴
史
研
究
』
二

0
0
二
年
第
六
期
）

曹
錦
炎
「
論
張
家
山
漢
簡
《
蓋
腐
》
」
（
『
東
南
文
化
』
二

0
0
二
年
第
九
期
）

苓
丞
不
＿
「
張
家
山
漢
簡
〈
蓋
麿
〉
校
釈
補
正
」

(
h
t
t
p
:
/
/
n
u
h
m
.
p
c
c
u
.
e
d
u
.
t
w
/
p
2
_
9
1ー

1
6
.
h
t
m
)
 

連
勁
名
「
考
古
発
現
与
先
秦
易
学
」
（
『
周
易
研
究
』
二

0
0
三
年
第
一
期
）

田
旭
東
「
新
公
布
的
竹
簡
兵
書
ー
《
蓋
巌
》
」
（
『
中
華
文
化
論
壇
』
二

0
0
三
年
第
一
期
）

呉
栄
曽
「
蓋
麿
初
探
」
（
儒
蔵
網
姑

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
u
z
a
n
g
.
n
e
t
)

二
O
O
八
年
八
月
現
在
、
閲
覧
不
能
）

呉
九
龍
「
《
伍
子
脅
兵
法
破
解
》
序
」
（
『
軍
事
歴
史
研
究
』
二

0
0
三
年
第
四
期
）
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許
学
仁
「
張
家
山
M
2
4
7
漢
簡
《
蓋
麿
》
篇
釈
文
訂
補
」

（
謝
維
揚
•
朱
淵
清
主
編
『
新
出
土
文
献
与
古
代
文
明
研
究
』
、
上
海
大
学
出
版
社
、
二0
0
四
年
）

孟
蓬
生
「
張
家
山
漢
簡
字
義
札
記
」
（
『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
、
二

0
0
四
年
第
五
期
）

孫
尊
章
「
試
論
張
家
山
漢
簡
《
蓋
腐
》
在
歴
史
詞
彙
学
上
的
価
値
」
（
『
龍
岩
師
専
学
報
』
第
二
十
二
巻
第
四
期
、
二

0
0
四
年
八
月
）

何
有
祖
「
張
家
山
漢
簡
釈
文
与
注
釈
商
補
」
（
簡
吊
研
究

(
h
t
t
p
:
/
/
w
言
.
j
i
a
n
b
o
.
 o
r
g
)

二
0
0
四
年
十
二
月
二
十
六
日
）

連
励
名
「
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
考
述
」
（
『
中
国
歴
史
文
物
』
二

0
0
五
年
第
二
期
）

李
家
浩
「
讀
張
家
山
漢
簡
《
蓋
臨
》
札
記
一
則
」
（
『
北
京
大
学
中
国
古
文
献
研
究
中
心
集
刊
』
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二

0
0
五
年
）

李
静
「
《
張
家
山
漢
簡
．
蓋
麿
》
虚
詞
研
究
」
（
『
和
田
師
範
専
科
学
校
学
報
』
二

0
0
五
年
第
四
期
）

劉
楽
賢
「
談
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
的
”
地
撞
”
‘
”
日
撞
”
和
”
日
径
”
」

（
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
主
編
『
簡
吊
』
第
一
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
六
年
）

張
書
豪
「
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
所
見
的
兵
陰
陽
ー
行
軍
布
陣
的
数
術
原
理
」
（
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
)

二
0
0
七
年
五
月
一
日
）

石
井
真
美
子
「
張
家
山
漢
簡
『
蓋
麿
』
に
見
ら
れ
る
兵
陰
陽
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

（
『
学
林
』
第
四
十
六
•
四
十
七
号
、
二
0
0
八
年
三
月
）

福
田
一
也
「
張
家
山
漢
簡
《
蓋
應
》
中
的
黄
帝
与
陰
陽
流
兵
法
」
（
『
文
与
哲
』
第
十
二
期
、
二

0
0
八
年
六
月
）

（
関
連
著
作
）

陳
宇
『
伍
子
脊
兵
法
破
解
』
（
軍
事
科
学
出
版
社
、
一

0
0
三
年
八
月
）

郁
鴻
『
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
研
究
』
（
文
物
出
版
社
、
二

0
0
七
年
十
一
月
）
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